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法
定
調
書
と
は
、
所
得
税
法
、
相
続
税

平
性
を
害
さ
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
区

、
給

-

幻
租
料
集

ン

動

、
の

動

、

動

、

法
及
び
租
税
特
別
措
置
法
等
の
規
定
に
よ

分
や
支
払
金
額
に
よ
り
提
出
不
要
の
限
度

料

る

、

第
び

･

･
オ

不
舶
利

不
舶

不
舶

給
す

当

法
及
酬
員

二
)

、
船

権

、
船

、
船

り
、
(平
成
26
年
中
に
)
一
定
の
支
払
い

を
設
け
て
い
た
り
、
所
轄
税
務
署
に
提
出

、
有

手

税
号
報
交

パ
等

産

の
る

産

の

産
の

等
を
し
た
際
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
所

す
る
｢給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
｣
と
市

給
を

職
与

得

中

る
外

ン
金

動
上
す

動
上

動
上
料

俸
質

退
給

所
第

い
(

コ
賞

不
以
存

不
以

不
以
数

定
の
調
書
を
作
成
し
、
所
轄
の
税
務
署
に

区
町
村
に
提
出
す
る
｢給
与
支
払
報
告
書
｣

数

提
出
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も

な
ど
は
様
式
を
統
合
す
る
と
い
っ
た
負
担

書

書

手

“歓対ば
、従業員
に対
し
て給与を支

“灘
鑓截
構
就変
貌亥楡似樹鬚
があ

驚粃
隠

螂

膳

彰

払
っ
た
場
合
に
は

｢給
与
所
得
の
源
泉
徴

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
-
般
的
に
会
社
が

:

鼓
北

撤
粃

鈎

E
ヨ

翹

鱗

収票以給与支払報告書
とき特蕩淀の者

提
出
を
し
な
け
れば
な
ら
な
い6種
類
の

朧
鰭
酎
勃
儼

噴

諏

粉

鰍

に
幸
酬
等
を
支
払
o
た
場
合
に
は
÷報
酬
、

法
定
調
書
の
支
払
内
容
に
つ
い
て
ま
と
め

冠

票
榧

票
琳

鳳

翹

畑

鮒

増
捻
ぎ
楔
鞠
賂
扱
か
償
捻
初
枝
払
1
書
｣

‘
れ
歓
ぞ
れ
わ去
毛
凋
圭ヨリ金
頚
こ
よ
る

観
靱
割
鞠
柩

総

動

物

熟

ま
得
ッ地
他
な
家
賃
を
支
払
った
り
、

提
出
範
囲
奄拇
岡
村翳窃
窓
のニキ
召
の
他

,
臟
階
臟
瓢

湖

競

願

頭
書

不
動
産
の
買
入
代
金
を
支
払
っ
た
場
合
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
務
署
よ
り
配

の
払

の
収

金

使

の

の
調

ように
源泉徴収の対象芝きれ女拶按

怖わ｣給与所得効源泉徴収酉奪守め法

費

灘

閼

勲

馨

翹

熟爲鈎放蹴吾髻繩
干杼醐鰯蛾礪謝料

舜
調
書
“
作
成
‘
掟
1
“
手
,
.
‘
,“
★“

与
絵

職
特

1

動

動

動

“

、

の
こ
っ
＼
て
も

｢不
功
産
の
吏
J
f

定
周
書
の
乍
戊
と
是
出
の
手

｣
を

参

与

ハ
ロ

職
±
寸

酬

カ

カ

カ

の

-

譲
受

照
下
さ
い
。

給
※

退
※

報

不

不

不
料
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3 ( 1 月ラリ

罰
小
企
業
の
取
離
到

ル

繭
騨
嗽
寮獺
癩
“

滋
｢下
請
か
け
こ
み
寺
｣
で
調
停

鮴
皸
辯
鰯
霞

の需
褓縦讓
雑
講
潴鰐
概

斂

･
支
払
日
が
過
ぎ
て
も
代
金
を
払
っ
て
く

非
公
開
で
行
わ
れ
、
当
事
者
以
外
に
は
秘

｢支
払
日
が
過
ぎ
て
も
代
金
を
払
っ
て

こ
う
し
た
中
小
企
業
が
抱
え
る
取
引
上

れ
な
い

密
が
守
ら
れ
ま
す
。

く
れ
な
い
｣
｢無
理
な
値
引
き
を
強
要
さ

の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
へ
の
相
談
や
調
停
を

･
客
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
か
ら

｢
い

当
事
者
が
合
意
す
れ
ば
、
自
由
に
調
停

,
れ
た
｣
-
。
企
業
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
取

行
う
の
が
中
小
企
業
庁
の
委
託
に
よ
る

ら
な
く
な
っ
た
｣
と
言
っ
て
返
品
さ
れ

場
所
、
時
間
等
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

引
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、

｢下
請
か
け
こ
み
寺
｣
で
す
。

た

す
。
短
期
間
で
調
停
手
続
き
が
進
め
ら
れ

中
小
企
業
に
お
い
て
は
力
関
係
の
影
響
で

｢下
請
か
け
こ
み
寺
｣
は
、
全
国
館
都

.
代
金
の
値
引
き
(減
額
)を
要
求
さ
れ
た

ま
す

(
一
般
的
に
は
調
停
を
開
始
し
て
か

｢泣
き
寝
入
り
｣
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

道
府
県
の
下
請
企
業
振
興
協
会
と
全
国
中

.
期
日
ど
お
り
に
納
品
し
た
の
に
倉
庫
が

ら
、
約
3
カ
月
程
度
で
終
了
し
ま
す
)。

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

小
企
業
取
引
振
興
協
会
の
計
48
か
所
に
お

一
杯
だ
か
ら
と
言
っ
て
受
け
取
っ
て
く

A
D
R
の
費
用
は
無
料
で
す
。

い
て
取
引
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

れ
な
い

｢下
請
か
け
こ
み
寺
｣
で
は
、
代
金
の

㈱
熟

煎
輻
疑

樹嫁げ隧挟め搬鑓鮮莉競れ訛が烙猪
,鮠搏物浸離診硯艘初恋求猟矧徘熔

潴理蛔瞼叺錫密燐α歓枇熱気総へ億対払

の
捌

跳
偽
煕
の
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
ざ
イ
《
DR
Y

･原
材
料
が高
騰
レ
リ
い
るに
も
関
わ
ら

行
うコ
辺
で債
権
回
収
が
でき
た
事
例
も

談

て

き

入

う

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

ず
、
単
価
引
き
上
げ
に
応
じ
て
く
れ
な

あ
り
ま
す
。

相

っ

引

黄

よ

中
小
企
業
か
ら
の
取
引
に
関
す
る
さ
ま

い

ま
た
、
下
請
か
け
こ
み
寺
に
相
談
し
た

疑
払

o
価

損

う

ざ
ま
な
相
談
に
対
し
て
、
中
小
企
業
の
取

1
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続

(A
D
R
)
1

だ
け
で
･

直
ち
に
問
題
が
自
動
的
に
解
決

支
る

単

品

伝

ら

を

い

に

商

手

引
に
関
す
る
専
門
家
が
対
応
し
、
適
切
な

A
D
R
は
、
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の

す
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

一群…
倫
緩
め
妙
勲

ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
o

相
談
内

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
手

か
し
･

相
談
者
が
下
請
か
け
こ
デみ
寺
の
相

に

も
悩

い

引

作

容
は
業
種
に
係
ら
ず
、
中
小
企
業
者
か
ら

続
で
あ
り
、
企
業
間
の
紛
争
に
つ
い
て
裁

談
員
に
解
決
し
た
い
問
題
を
相
談
す
る
こ

て

か

て

取

し

判
に
よ
ら
ず
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

と
に
よ
り
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ら
れ

一桝
選
る
胤
艦

梛

筋、掃隷釧鮴砺討ち麟浄婉撒き咳今め執
第
三
者

(弁
護
士
)
に
よ
る
調
停
に
よ
っ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
o

こ

を

こ

高

い

返

ら

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
取
引
あ

っ
せ
ん
、

て
、
当
事
者
双
方
が
納
得
す
る
ま
で
話
し

全
国
の

｢下
請
か
け
こ
み
寺
｣
と
詳
し

テ

日
起

が
な

見

力

技
術
、
金
融
、
労
働
等
に
関
す
る
相
談
は

合
い
、
簡
易
、
迅
速
に
解
決
を
図
る
も
の

い
内
容
は
、
公
益
財
団
法
人

･
全
国
中
小

ん臟
撫
紫
淵
仇
釛
焼
飯

除
き
ま
す
o

で
す
o

手
続
き
は
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
調

企
業
取
引
振
興
協
会
H
P

の

支
裁
煉
て
受
わ
,発

ま
た
･

商
工
△至
班
財
･

商
工
会
･

全
国

･

停
で
行
い
た
い
中
小
企
業
者
の
申
立
に
よ

す
汗
□

"
築
き
貫
く
0
･0
ロ
ミ
言
醤
畏
0蔦□
-＼

都
道
府
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
中
小

り
、
下
請
か
け
こ
み
寺
が
ト
ラ
ブ
ル
の
相

田
A
Q
N
の
粉
骨
[B



( 1 月号)

調査状況 (取引区分別｣) / 平成25事務年度 近 事 が 取 と
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囃鞠
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合計 1,782件
オ が ○ ま ネ ン

430件 (24 % )
ネット広告
283件 (16 % )

19件 (1 % )
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★支雄姿言周書の淳是出 捗是江当期聽浪… 2 月 2 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

み綣努第蒼輳妾雑務簑芸嚏義強妄廳麗艦聽脅嚇き# "
-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
な 有 動 い 実 確 の 社 え 思 て 経 し 中 し I ★26年11月決算法人の確定申告〈法人税 消 費税 ･地方う肖 1

目標の実現‘こ向けて
,し鰐期間能白総謙醇ゞ秀埠霧纈綴　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面 を 示 な こ し 大 て 選 に り い 目 べ い - 6肖費税 ･地方ラ肖費税〉 申告期限 ･2 月 2 日

　法文#釜箋巻淺橇錘優麗に軽講義葬讓漆器箋盪需寵漿後ろ真実--
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
¥た務競 滋 鞠 嶽 覊 鷲 平壌難癖橇無響髯議務嫌裟姦総務著淡

　

I (3)提出先,..給与の支払を受けている者の住所地の各市町 =
=
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